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1は じめ に
日本における英語教育が1990年代 になって も漢文学習のような翻訳 を中心 に
して,音 声を軽視 しておこなわれているといって も過言で はないであろ う。 ま
た,1960年代の音声機器の発達 にもかかわらず 日本人の リスニング技能は依然
として向上の兆 しをみせていない。今 日,交 通手段 の発達 によ り,海外渡航
海外留学が盛んにな り,ま た,イ ンターネ ットの世界の拡大により世界共通語
としての英語の重要性 はますます増大 している。
2日 本の英語教育の問題点
日本人は英語を話す ことが苦手であるとよくいわれている。大学では会話力
は身に付かない と多 くの日本人 は考 えている。英会話学校が 日本全国に至 る所
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にあ る ことはこの ことを証 明 してい る。 日本人 のTOEFLの 得点 を見 れ ば世
界 で 日本人 の得点 がいか に低い かが解 る。TOEFLの 結果 は 日本人が リスニ ン
グ,文 法,読 解 のいず れの分野 で も平均 以下 であ ることを しめ して いる。
1982年か ら1995年までのTOEFLの 平均 点 を見 る と次 の ように なる。
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TOEFLに は3つ のパ ー トが あ って,パ ー ト11istening,パー ト2はgram-
mar,パー ト3はreadirigとなって い る。 日本 人 はそのいず れのパ ー トで も平
均 点以下 で,し いて いえ ば,パ ー ト2のgrammarが平均 点 に近い とい え る。
1995年度 は世界130か国 中119位であ った し,ア ジアで は27か国中23位で あ った。
JACET(大学英 語教 育学 会)の リスニ ングテ ス ト1975年か ら1995年まで の
テス トの結 果 はほ とん ど変化 してい ない。英語実用検定 テス ト(英 検)に お い
て も大学生 の成績 はほ とん ど変化 してい ない。 この ことは 日本の英語教 育が ほ
とん ど旧態依 然で ある ことを示 してい る。
以 下,日 本の大学 の英語教育 の問題 点 を列挙 す る。
1)授 業 は 日本語 で行 なわれ る。 ゆ えに英語inputはほ どん どない。 これは中
学校 か ら大学 まで共通 の現 象であ る。
2)授 業 はまだ週1回 で通年 の ものが多い。
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3)テ キス トの英文を日本語的発音で読んでいる。
4)授 業では英語か ら日本語に訳す ことが中心である。
ここでは学習者 は英文の解読作業 をするだけで,英 語 を使 うことをほと
んどしない。
せいぜい90分で3ペ ージ進む程度である。この状態では読解力や語彙力
はあ まり伸 びない。
5)英語教科書は 日本人用 に易 しく書かれたのが多い。やや難 しい教科書 は出
版社が出版 したが らない傾向にある。
6)英作文の授業では短い 日本語の文 を英語に翻訳する作業 を行なう。まとま
った内容 を英語で書 くことはほとんど行われない。
7)英 文法の授業ではテキス トには短い英文が載 っている。これらの文は独立
していて まとまった内容 をもたない。
8)英 文法の授業は文法用語の説明や文法構造 の分析 に時間の多 くを費やす傾
向にある。文法のための文法で,コ ミュニケーシ ョンのための文法ではな
い0
9)英会話の授業で も1ク ラス25名超 える場合が多い。教師がほとんど話 して,
学生が話す機会はあまり与 えられない。一一般的に日本人学生は受け身的で
寡黙であるように躾 られて きている。 また,nativespeakerはゆっ くり話
した り,日本語 を使 う場合が多 く,リ スニ ングの練習にならな くなって し
まう。
10)各授業の 目標は漠然 としていて,担 当教師は学生の出席率 と授業の内容の
理解度によって学生に評価 を下す場合が多い。
11)各英語科 目はそれぞれの担当教師に任 されていて,英 語科 目全体が有機的
に構成 されていることが少ない。
12)このような大学で教育 を受けた学生は教 師になって も英語の運用能力にか
ける者が多い。
13)日本ではほとんどの英語教師が文学部の英文科で養成 されて,3か 月以上
の海外研修 をうけることな しに教壇 に立つことが多い。中高の英語教員の
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場合は6か 月以上の海外留学の機会は希 にしか訪れない。大学の教員の場
合は30代か40代で人生の うちで1回 この機会 をものにで きるであろう。
3外 国語教授法の分析
日本 人 に とって極 めて効果 的 な教授法 とい うものではないであ ろ う。外 国語
をある程度 まで使 い こなせ る ようにな るため にはそれ相 当の時間 と労 力 を注 ぎ
込 まなけれ ばな らない。 い ままで 日本 にいろい ろな外 国語教授法が紹 介 されて
きたが,ど の レベル に も万能 な教授法 は見当た らない。 たいていの教授 法 は入
門期 や初 級 レベルの ための ものであ る。C.Gattegnoのサ イ レン トウエ イやJ.
J.Asherのtotalphysicalresponseapproachは入 門期 に 向 い て い る。C.A.
Curranのcommunitylanguagelearningは初級 や 中級 レベル の学習者 に よいで
あ ろ う。V.Postovskyは入 門期 の学習 者 にはspeakingがよ くな る と した。G.
Lozanovは外 国語学習 において緊張 を といた状態 の方 が脳 の記憶 に よい とい う
こ とを強調 した。
どの言 語 に も慣用 性 が発 達 して いてN.ChomskyやM.A.K.Hallidayの文
法 理論 はほ とん ど役 立 た ない。 また,S.D.KrashenのnaturalapProachに縛
られて教 育す る必要 もないであ ろう。
外 国 語学 習 にお いて は学習者 はnativespeakerから直接 学 ぶ方 が い ろい ろ
な点 で刺激 を受 けて よい結果が期待 で きる。
学 習者派 で きるだけ多 くのnativespeakerから学 ぶ こ とが1isteningには極
めて有効 であ る。初級 レベ ルの学 習者 に とってnativespeakerが変 わ った途
端 に英語が理解 で きなる とい うことが よ く起 こるのであ る。創価女子短期 大学
で は1年 生 に3か 月の短期 留学 コース をおいて いるが,過 去5回 の うちnative
speakerの数が4人 よ りも5人 の ときが1番 リスニ ングカが伸 びて いる。
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4こ れか らの カ リキ ュラムデザ イン
今後の 日本における英語教育 はクラスの小人数化 と英語の運用能力のある英
語教員の養成 と小学校か らの英語導入を実施 していかなければならないであろ
う。
本論で は日本の英語教育の欠点 を考慮 して大学のリキュラムについて述べる
ことにす る。 まず,英 文科か英語科 を除 く大学(短 期大学 を含めて)2年 間の
英語教育の 目標 をTOEFLで500点か,英 検2級 の取得 とする。大学卒業 まで
の 目標 をTOEFLで550点か,英 検準1級 とす る。英文科か英語科の学生 には
TOEFL570点位 を要求で きる。
1)ク ラスは小人数 にして,25名以内とす る。
2)2期 制に して週2回 の科 目を多 くする。
3)授業は英語で行い,読 書量 とリスニング量 を増やす。年間で2000ベージで
2000時間をめざす。読み とリスニ ングは相乗効果が期待で きる。
4)語 彙強化科 目をお く。語彙 ははじめ4000語,その後5000語とす る。
5)辞書 は英英辞典 を使わせ る。
6)英作文の授業ではエ ッセイをしばしば書かせる。
7)英 文法 はコミュニケーションのための文法 とし,英作文 と連動 させる。
8)各科 目を有機的に構成 し,各担当者 は教 える内容についてたびたび情報交
換 を行 う。
9)学生 には同科 目の共通テス トを受 けさせて評価 の標準化 を行 う。
10)英語担当者 には海外研修や海外の学会への出席の機会 を与 える。
11)授業以外で も英語の使用を奨励す る。例えば,食 事 どきにnativespeaker
が学生の会話の相手になる。
12)スピーチ ・コンテス トやエ ッセイ ・コンテス トを行 って学生の関心 と意欲
を高める。
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5最 後 に
日本の英語教育の問題点について指摘 し,そ の改善の方法 について提案 した。
音声軽視の英語教育は結局,話 す ことにも悪い影響 を与える。 もう一つの問題
点は語彙であ った。4000語の壁 を破 らない とTOEFL500点と英検準1級 の壁
も破れない。TOEFLJ英検の相関は筆者のデータでは,英 検2級 はTOEFL
の450点か ら540点,英検準1級 はTOEFL500点空560点位 に対応 している。
国際時代にあってそれ相応の英語教育が行われるべ きであろう。
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